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声と心を一つに♪

今月の主な内容
● 特集 
　町制施行 120 周年・町村合併 60 周年記念式典  ・・ 2
　兵庫県多可町と姉妹都市締結   ・・・・・・・・・・  3
● 村田町防災訓練   ・・・・・・・・・・・・・・・・  4
● まちの話題・まちのスポーツ
　叙勲受章、文化の日表彰 ほか    ・・・・・・  5

　11 月５日、えずこホールを会場に、第 27 回村田町こども音楽祭が開催されました。
　町内の幼稚園と保育所の園児、小中学校の児童生徒は、日頃の練習の成果を発揮して
素晴らしい合唱や合奏を披露しました。

観光ＰＲキャラクター



●
受
賞
者
の
方
々
（
敬
称
略
）

叙
勲
披
露

旭
日
単
光
章
　
半
澤
　
耕
一
（
沼
田
）

瑞
宝
双
光
章
　
髙
橋
　
薫
（
沼
辺
南
）

瑞
宝
単
光
章
　
齋
藤
　
秀
樹
（
菅
生
下
）

旭
日
単
光
章
　
故
高
橋
　
又
男（
菅
生
上
）

瑞
宝
単
光
章
　
小
山
　
謙

（
内
町
）

旭
日
単
光
章
　
大
宮
　
要
（
姥
ヶ
懐
）

旭
日
単
光
章
　
佐
藤
　
庄
松
（
小
泉
東
）

自
治
功
労
者
表
彰

太
田
　
初
美
（
菅
生
上
）
町
議
会
議
員

大
沼
　
克
巳
（
本
町
）
町
議
会
議
員

吉
野
　
敏
明
（
小
泉
西
町
）
町
議
会
議
員

髙
橋
　
秀
夫
（
本
町
）
元
交
通
安
全
指
導
隊
員

佐
々
木
　
皎
喜
（
菅
生
上
）
元
消
防
団
員

岩
間
　
良
雄
（
本
郷
）
元
消
防
団
員

大
宮
　
満
吉
（
小
泉
中
）
元
消
防
団
員

小
室
　
健
（
沼
辺
南
）
元
消
防
団
員

佐
藤
　
誠
（
沼
辺
北
）
元
消
防
団
員

鈴
木
　
英
信
（
沼
辺
北
）
元
消
防
団
員

髙
橋
　
重
夫
（
本
町
）
元
消
防
団
員

各
種
功
労
表
彰

赤
間
　
好
郎
（
荒
町
）
元
社
会
教
育
委
員

吉
田
　
富
次
男
（
内
町
）
元
社
会
教
育
委
員

大
沼
　
章
（
小
泉
中
）
元
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

櫻
中
　
幸
男
（
足
立
西
）
元
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

感
謝
状
贈
呈

株
式
会
社
　
国
民
み
ら
い
出
版

代
表
　
小
林
　
義
隆
（
東
京
都
）

高
橋
　
良
広
（
東
京
都
）

東
北
機
装
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
大
沼
　
正
男
（
仙
台
市
）

環
境
美
化
功
労
表
彰

●
個
人
の
部

小
室
　
正
（
足
立
西
）

木
村
　
勇
造
（
寄
井
）

我
妻
　
葊
哉
（
沼
田
）

●
団
体
の
部

荒
町
地
区
　
　
千
塚
地
区

特
別
表
彰

本
郷
布
袋
保
存
会
　
小
谷
や
す
と
こ
保

存
会
　
小
泉
熊
野
神
社
神
楽
保
存
会
　

足
立
稲
田
姫
神
社
神
楽
保
存
会
　
沼
辺

八
幡
神
社
神
楽
保
存
会
　
関
場
七
福
神

舞
伝
承
会
　
関
場
田
植
踊
伝
承
会
　
沼

田
七
福
神
舞
保
存
会
　
菅
生
神
社
神
楽

保
存
会
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
む
ら

た
蔵
わ
ら
し

小
・
中
学
生
児
童
生
徒
作
品
展

【
最
優
秀
賞
】

●
絵
画
の
部

毛
利
さ
く
ら
（
村
田
小
学
校
一
年
）

新
名
　
美
珀
（
村
田
小
学
校
二
年
）

菊
地
　
剛
瑠
（
村
田
小
学
校
三
年
）

毛
利
く
る
み
（
村
田
小
学
校
四
年
）

千
田
　
温
輝
（
村
田
小
学
校
五
年
）

大
宮
ま
り
あ
（
村
田
小
学
校
六
年
）

●
作
文
の
部

佐
藤
　
李
咲
（
村
田
第
二
中
学
校
一
年
）

小
山
　
智
子
（
村
田
第
一
中
学
校
二
年
）

吉
野
　
結
女
（
村
田
第
二
中
学
校
三
年
）
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十
月
二
十
七
日
、
町
民
体
育
館
を
会
場
に
町
制
施
行
百
二
十
周
年
・

町
村
合
併
六
十
周
年
の
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
村
田
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
合
わ

せ
た
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス
の
合
唱
で
式
典
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
町
長
式
辞
の
後
、
叙
勲
受
賞
者
の
披
露
、
自
治
功
労
者
等
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
若
生
副
知
事
、
大
沼
町
議
会
議
長
は
じ
め
多
数
の
来
賓
の

方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
作
品
﹁
作
文
﹂
最
優
秀
賞
の
朗
読
発
表
、
こ
れ
ま

で
の
村
田
町
を
振
り
返
る
記
念
映
像
の
上
映
も
行
い
、
太
田
町
議
会
副

議
長
の
発
声
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

「町制施行120周年 町村合併60周年記念式典」



　
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
日
、
村

田
町
と
兵
庫
県
多
可
町
の
姉
妹
都
市

協
定
調
印
式
が
兵
庫
県
多
可
町
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
締
結
の
経
緯

　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
平
成

二
十
三
年
三
月
十
一
日
、
あ
ら
ゆ
る

情
報
手
段
が
途
絶
え
る
中
、
村
田
町

長
と
戸
田
善
規
多
可
町
長
は
奇
跡
的

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
交
流
サ
イ
ト

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
で
連
絡
を
取

る
こ
と
が
で
き
、
震
災
三
日
後
に
は

多
可
町
か
ら
毛
布
や
非
常
食
な
ど
が

町
に
届
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
ミ
ル

ク
や
お
む
つ
な
ど
多
可
町
民
か
ら
の

提
供
物
資
が
次
々
と
届
き
、
こ
の
支

援
を
契
機
に
多
可
町
と
の
交
流
が
始

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
村
田
町
の
逸

品
「
乾
坤
一
」
に
多
可
町
産
の
酒
米
・

山
田
錦
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
ご

縁
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
に
は
、

今
後
い
ず
れ
か
の
町
で
災
害
が
発
生

し
、
そ
れ
ぞ
れ
町
独
自
で
の
対
応
で

は
十
分
な
応
急
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
に
陥
っ
た
場
合
、
応

急
対
策
や
復
旧
対
策
な
ど
の
円
滑
な

遂
行
を
相
互
応
援
す
る
「
災
害
時
相

互
応
『
縁
』
協
定
」
を
、
歌
手
の
加

藤
登
紀
子
さ
ん
を
立
会
人
に
し
て
締

結
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
多
可
町
と
の
友
好
関
係

を
さ
ら
に
強
い
「
絆
」
と
す
る
た
め
、

姉
妹
都
市
締
結
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
両
町
の
特
性
を
生
か
し
、

産
業
、
文
化
、
教
育
な
ど
幅
広
い
分

野
で
交
流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
多
可
町
は
、
平
成
十
七
年
十
一
月
一

日
に
旧
中
町
、
旧
加
美
町
、
旧
八
千
代

町
の
三
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
兵
庫
県
の
内
陸
部
に
位
置
し
、
周

囲
を
中
国
山
地
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
多

自
然
居
住
の
町
で
す
。

　
町
の
人
口
は
約
二
万
二
千
人
、
東
西

十
三
㎞
、
南
北
二
十
七
㎞
、
総
面
積

百
八
十
五
平
方
㎞
で
、
直
線
距
離
で
神

戸
・
姫
路
ま
で
約
四
十
五
㎞
、
大
阪
ま

で
約
七
十
㎞
の
所
に
位
置
し
ま
す
。

■
多
可
町
自
慢

日
本
一
の
酒
米
『
山
田
錦
』
発
祥

の
ま
ち

日
本
一
の
手
漉
き
和
紙
『
杉
原
紙
』

の
ま
ち

『
敬
老
の
日
』
発
祥
の
ま
ち

●
多
可
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

://w
w

w
.ta
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兵
庫
県
多
可
町
紹
介

震 災 で 生 ま れ た「縁」
～ 兵庫県多可町と姉妹都市締結 ～
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十
一
月
十
二
日
、
塩
内
公
園
を
会
場

に
、
村
田
町
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
、

町
民
、
町
職
員
及
び
協
力
機
関
の
関
係

者
ら
三
百
五
十
名
が
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。

　
訓
練
は
、
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練

を
行
っ
た
後
に
、
火
災
の
際
の
煙
の
怖

さ
を
体
験
で
き
る
煙
中
体
験
訓
練
、
倒

壊
家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
を
助
け

る
想
定
の
救
助
訓
練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
や
止
血
方
法
等
の
救
急
救
護
訓
練
、

消
火
器
を
使
用
し
た
初
期
消
火
訓
練
、

給
水
車
か
ら
の
給
水
訓
練
等
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
平
日
の
発
災
想
定
と
い
う

こ
と
で
、
村
田
小
学
校
の
一
年
生
、
二

年
生
が
煙
中
体
験
訓
練
な
ど
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
船
岡
駐
屯
地
の
協
力

に
よ
り
、
実
際
に
使
用
し
て
い
る
機
材

等
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
各
行
政
区
に
自
主
防
災
組

織
の
設
立
を
支
援
し
て
地
域
の
防
災
力

を
高
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
防
災
体
制
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。

▲煙中訓練

▲初期消火訓練

▲給水訓練

▲救助訓練

▲救出・救助用等装備品展示
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々
木
皎
喜
さ
ん
が

瑞
宝
双
光
章
受
章

々
幸
一
さ
ん
が

旭
日
双
光
章
受
章

成
二
十
七
年　

文
化
の
日
表
彰

佐

佐

平

　
多
年
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し

て
町
政
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
佐
々
幸
一
さ
ん
（
沼
田
）
が
旭

日
双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
佐
々
さ
ん
は
平
成
三
年
に
町
議
会

議
員
に
初
当
選
し
、
以
来
二
十
年
の

長
き
に
わ
た
り
そ
の
職
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
、
町
議
会
議
長
や

議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
各

要
職
を
歴
任
さ
れ
た
ほ
か
、
農
業
委

員
会
会
長
と
し
て
農
業
経
営
の
安
定

に
も
貢
献
さ
れ
、
卓
越
し
た
識
見
と

指
導
力
を
発
揮
し
、
町
政
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
六
日
、
仙
台
国
際
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
平
成
二
十
七
年
文
化

の
日
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
二
名
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

増
田
　
敏
昭
（
内
町
）

産
業
功
労

　
多
年
に
わ
た
り
団
体
の
役
員
と
し

て
事
業
の
推
進
に
努
め
、
地
域
商
工

業
の
発
展
に
寄
与
。

村
上
　
耕
悦
（
沼
田
）

 

消
防
防
災
功
労

　
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て

部
下
の
統
率
と
消
防
精
神
の
涵か

ん

養よ

う

に

努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
の
予
防
防

御
に
尽
力
し
、
地
域
社
会
の
安
全
に

寄
与
。

　
多
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
精
励

し
た
功
績
に
よ
り
、
元
村
田
町
消
防

団
団
長
の
佐
々
木
皎
喜
さ
ん
（
菅
生

上
）
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
ま
し

た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
三

年
に
消
防
団
員
に
任
命
さ
れ
、
平

成
十
八
年
か
ら
八
年
間
団
長
と
し
て

消
防
団
を
指
揮
し
、
退
職
ま
で
の

四
十
六
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
村
田

町
の
消
防
業
務
に
従
事
さ
れ
ま
し

た
。
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良
地
区
交
通
安
全
協
会

等
表
彰

成
二
十
七
年
度

農
林
産
物
品
評
会

つ
ま
で
も
お
元
気
で

福
田
忠
吉
さ
ん
百
歳
に

城
県
社
会
福
祉
大
会
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た

優

平

い

宮

　
多
年
に
わ
た
り
、
地
域
に
お
け
る

各
種
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
柴
田
地
区

交
通
安
全
協
会
村
田
支
部
が
宮
城
県

警
察
本
部
長
・
宮
城
県
交
通
安
全
協

会
長
の
連
名
に
よ
る
優
良
地
区
交
通

安
全
協
会
等
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
小
石
川
定
雄
さ
ん
（
内
町
）

が
、
同
支
部
の
支
部
長
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
交
通
安
全
啓
蒙
活
動
を
推

進
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
東
北
管

区
警
察
局
長
・
東
北
交
通
安
全
協
会

長
の
連
名
に
よ
る
交
通
安
全
功
労
者

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
十
月
十
七
日
・
十
八
日
に
宮
城
県

庁
で
開
催
さ
れ
た
、
宮
城
県
農
林
産

物
品
評
会
に
お
い
て
、
渡
邉
長
松
さ

ん
（
ほ
た
る
舞
フ
ァ
ー
ム
代
表
）
が
、

水
稲
（
う
る
ち
玄
米
）
部
門
で
宮
城

県
知
事
賞
（
一
等
）
と
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

部
門
に
お
い
て
、
北
向
結
フ
ァ
ー
ム

（
代
表
的
場
正
一
さ
ん
）
が
宮
城
県

知
事
賞
（
三
等
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
五
日
、
福
田
忠
吉
さ
ん

（
内
町
）
が
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ま
し
た
。

　
誕
生
日
当
日
は
、
佐
藤
町
長
、
太

田
町
議
会
副
議
長
が
入
所
先
の
あ
い

や
ま
を
訪
れ
、
ご
家
族
や
入
所
者
、

施
設
職
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
長
寿

を
祝
い
ま
し
た
。

　
忠
吉
さ
ん
は
毎
日
、
規
則
正
し
い

生
活
を
送
り
、
ご
家
族
の
面
会
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
忠
吉
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
十
一
月
五
日
、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
第
六
十
一
回
宮

城
県
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
次

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

◆
宮
城
県
知
事
表
彰
　
褒
状

社
会
福
祉
事
業
篤
志
奉
仕
者（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
社
会
福
祉
奉
仕
者
）

小
川
　
英
子
（
内
町
）

◆
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

　
表
彰
状

　（
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
）

　
吉
野
　
正
子
（
千
塚
）

◆
宮
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

　
会
長
表
彰

　
表
彰
状

　（
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
）

　
村
上
　
秀
雄
（
沼
田
）

▲当日出席された小川英子さん 
　（左）と村上秀雄さん（右）

▲渡邉長松さん（左）さんと受賞した米を持つ渡邉賢治さん（右）
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や
ぎ
の
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
事
業

外
国
人
が
布
袋
山
車
の
引
き
手
に

み

の
町
む
ら
た 

布
袋
ま
つ
り
」

毛
宏
典
氏
に
学
ぶ
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

「
蔵

石

　
十
月
十
一
日
、
「
蔵
の
町
む
ら
た 

布
袋
ま
つ
り
」
が
町
中
心
部
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
雨

が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の
悪
天
候
に

も
関
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
安
全
祈
願
祭
、
出
発
式
を
終
え
、

伝
統
あ
る
布
袋
本
山
車
を
先
頭
に
本

町
山
車
、
第
一
中
学
校
創
作
山
車
の

合
計
三
台
の
山
車
行
列
が
、
村
田
町

観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
く
ら
り

ん
」、
た
く
さ
ん
の
町
民
の
方
々
、

観
光
客
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
華
や

か
に
、
そ
し
て
賑
や
か
に
町
内
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
歩
行
者

天
国
と
な
っ
た
蔵
の
町
並
み
の
通
り

で
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
児
童
に
よ

る
「
お
祭
り
忍
者
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
」、
村
田
小
学
校
の
「
Ｍ

Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ａ
ソ
ー
ラ
ン
」
、
菅
の
芽

神
楽
、す
ず
め
連
輝
ら
ら
に
よ
る
「
す

ず
め
踊
り
」
な
ど
ス
ト
リ
ー
ト
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
町
は
一
日
中
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
十
月
三
十
一
日
、
村
田
町
町
制
施

行
百
二
十
周
年
・
町
村
合
併
六
十
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
講
師
に

元
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
石
毛
宏
典
氏

を
は
じ
め
、
東
北
レ
イ
ア
、
東
北
福

祉
大
軟
式
野
球
部
を
迎
え
て
、「
石

毛
宏
典
氏
に
学
ぶ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ア

カ
デ
ミ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
柴
田
郡
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
、

指
導
者
や
保
護
者
を
含
め
約
百
五
十

名
が
参
加
し
、
投
球
フ
ォ
ー
ム
か
ら

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
方
法
ま
で
、
基
礎
と

な
る
体
の
動
き
に
つ
い
て
指
導
を
受

け
ま
し
た
。

　
熱
意
の
こ
も
っ
た
指
導
に
、
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で

技
術
を
身
に
つ
け
よ
う
と
何
度
も
練

習
し
て
い
ま
し
た
。

　
県
内
在
住
の
外
国
人
が
、
十
月
十
一

日
に
行
わ
れ
た
布
袋
ま
つ
り
に
山
車

の
引
き
手
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
県
内
に
暮
ら
す
外

国
人
の
方
に
、
日
本
の
伝
統
的
な
行

事
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
、
国
際
交

流
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
村
田
町
国
際
交
流
協
会
と
宮
城

県
国
際
化
協
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
七
名
の
参
加
者
は
、
午
前
中
に
布

袋
山
車
の
引
き
手
を
体
験
、
午
後
か

ら
白
鳥
神
社
や
か
ね
し
ょ
う
の
時
館

な
ど
を
見
学
し
、
村
田
町
で
の
一
日

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
一
人
は
、
山
車
で
町
内

を
巡
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
笑
顔
に
癒

さ
れ
、
こ

の
町
に
住

ん
で
み
た

い
と
感
想

を
話
し
て

く
れ
ま
し

た
。
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庭
教
育
学
級

～
村
田
幼
稚
園
年
長
組
・
沼
辺
幼

稚
園
全
園
児
～

庭
教
育
学
級

～
村
田
保
育
所
～

齢
者
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
関
す
る
協
定
締
結

庭
教
育
学
級

～
村
田
幼
稚
園
年
少
・
年
中
組
～

家

家

高

家

　
十
月
二
十
九
日
、
村
田
町
と
㈱

ジ
ェ
イ
エ
イ
仙
南
サ
ー
ビ
ス
は
、「
高

齢
者
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
町
と
㈱
ジ
ェ
イ
エ

イ
仙
南
サ
ー
ビ
ス
が
連
携
し
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
営

め
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
仙
南
サ
ー
ビ

ス
が
行
っ
て
い
る
燃
料
配
達
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
を
行
う
際
に

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
し
や
高

齢
者
の
み
の
世
帯
を
地
域
で
見
守
る

体
制
づ
く
り
の
一
端
を
担
う
も
の
で

す
。
社
員
が
気
に
な
る
こ
と
や
異
変

に
気
付
い
た
場
合
、
高
齢
者
担
当
の

健
康
福
祉
課
に
連
絡
し
、
緊
急
時
は

直
接
警
察
や
消
防
な
ど
に
連
絡
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
月
五
日
、
村
田
幼
稚
園
を
会
場

に
家
庭
教
育
学
級
「
絵
本
の
世
界
　

子
ど
も
の
世
界
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
講
師
の
田
村
清
美

氏
か
ら
、
保
護
者
へ
対
し
て
「
読
み

聞
か
せ
を
と
お
し
た
親
子
の
信
頼
関

係
づ
く
り
」
に
つ
い
て
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
第
二
部
の
「
お
は
な

し
会
」
で
は
、
園
児
も
参
加
し
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま

し
た
。

　
園
児
が
田
村
先
生
の
優
し
い
声
に

癒
さ
れ
て
絵
本
の
世
界
に
引
き
込
ま

れ
て
い
く
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
参
加
し
た
保
護
者
の
感
想
に
は
、

「
絵
本
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
。」「
こ

れ
か
ら
も
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
継

続
し
た
い
。
」
等
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
十
月
二
日
沼
辺
地
区
公
民
館
、
十

月
五
日
中
央
公
民
館
を
会
場
に
、
家

庭
教
育
学
級
「
食
べ
て
、
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
と
未
来
を
つ
く
る
食
育
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
講
師
の
㈱
明
治
中

屋
沙
希
子
氏
か
ら
、「
早
ね
・
早
起
き
・

朝
ご
は
ん
」
に
つ
い
て
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
「
生
ク
リ
ー
ム
か

ら
つ
く
る
バ
タ
ー
づ
く
り
」
を
行
い

ま
し
た
。

　
園
児
は
、
食
事
を
し
っ
か
り
と
る

こ
と
や
睡
眠
・
運
動
の
大
切
さ
を
楽

し
み
な
が
ら
理
解
し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
保
護
者
の
感
想
に
は
、

「
身
近
な
食
材
で
あ
る
牛
乳
に
つ
い

て
の
お
話
と
バ
タ
ー
づ
く
り
で
楽
し

く
取
り
組
め
た
。
」
「
改
め
て
食
の
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
」
等
の
感

想
を
い
た

だ
き
、
親

子
で
充
実

し
た
時
間

と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　
九
月
三
十
日
、
村
田
保
育
所
を
会

場
に
家
庭
教
育
学
級
「
歌
と
お
話
と

絵
本
と
で
　
ゆ
っ
た
り
楽
し
く
子
育

て
を
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
学
校
法
人
柴
田
学
園
た
ん

ぽ
ぽ
幼
稚
園
長
伊
藤
誠
氏
か
ら
、
祖

父
母
や
保
護
者
を
対
象
に
「
子
育
て
・

孫
育
て
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト
」
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　
講
話
で
は
、
童
謡
を
歌
っ
た
り
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
家
族
の
信
頼
関
係
の
構
築

に
つ
な
が
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、「
家
族
み
ん
な

が
笑
顔
で
明
る
く
過
ご
す
こ
と
が
何

よ
り
も
素
晴
ら
し
い
家
庭
教
育
で

あ
る
。」
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
し
た
祖
父
母
・
保
護

者
は
、
懐

か
し
い
歌

と
楽
し
い

お
話
や
手

遊
び
を
楽

し
み
ま
し

た
。
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の
読
み
聞
か
せ
講
座

～
絵
本
の
世
界
へ
旅
を
し
よ
う
～

外
活
動
体
験
事
業

成
二
十
七
年
度
第
四
十
三
回
村
田

町
民
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た

木
剪
定
講
習
会

本

野

平

庭

　
九
月
七
日
か
ら
九
月
二
十
八
日
ま

で
三
回
に
わ
た
り
、
村
田
町
成
人
教

養
講
座
「
本
の
読
み
聞
か
せ
講
座
〜

絵
本
の
世
界
へ
旅
を
し
よ
う
〜
」
を

開
催
し
、
手
遊
び
の
紹
介
、
読
み
聞

か
せ
の
ポ
イ
ン
ト
、
選
書
の
仕
方
、

読
み
聞
か
せ
の
実
演
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
の
講
義
に

加
え
、
最
終
日
に
は
子
育
て
サ
ー
ク

ル
「
カ
ン
ガ
ル
ー
」
の
親
子
を
対
象

に
し
た
読
み
聞
か
せ
の
実
習
を
行
い

ま
し
た
。

　
講
師
の
田
村
清
美
氏
の
、「
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
想
像
力
や
感
性
を

磨
く
た
め
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
で

読
み
聞
か
せ
を
実
践
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　
十
一
月
一
日
、
小
学
生
の
親
子
を

対
象
に
、
ど
き
ど
き
・
わ
く
わ
く
ハ

イ
キ
ン
グ
「
そ
れ
ゆ
け
!!
む
ら
た
歴

史
探
検
隊
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
学
習
の

一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
今

回
は
、「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
」
を
テ
ー

マ
に
、
蔵
や
村
田
の
商
人
、
村
田
の

お
城
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
当
日
、
秋
空
の
晴
天
の
下
、
参
加

し
た
親
子
は
元
気
い
っ
ぱ
い
ハ
イ
キ

ン
グ
を
行
い
、
ま
た
、
「
ふ
る
さ
と

の
歴
史
」
に
つ
い
て
楽
し
く
学
習
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
普
段
何
気
な
く
歩
い
て
い
る
道

を
、
季
節
を
感
じ
、
親
子
で
ゆ
っ

く
り
と
歩
く
こ
と
で
、
改
め
て
、
ふ

る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、
大
切
さ
に

気
付
か
さ
れ
る
、
大
変
有
意
義
な
ひ

と
時
と

な
っ
た

の
で
は

な
い
で

し
ょ
う

か
。

　
九
月
二
十
九
日
、
村
田
第
二
中
学

校
を
会
場
に
成
人
・
高
齢
者
教
養
講

座
「
第
二
回
庭
木
剪
定
講
習
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
受
講
者
十
六
名

が
、
太
田
造
園
太
田
善
雄
氏
の
指
導

の
下
、
マ
ツ
、
ヒ
バ
、
ア
ジ
サ
イ
等

の
剪
定
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
　

　
受
講
者
か
ら
は
、「
わ
か
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
」
「
実
演
を

通
し
た
学
び
が
と
て
も
良
か
っ
た
。
」

「
楽
し
く
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
実

践
で
き
た
。」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
校
生
徒
と

剪
定
さ
れ
た
木
枝
等
の
撤
去
作
業
を

行
い
、
受
講
者
と
の
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
村
田
第
二
中
学

校
の
代
表
生
徒
か
ら
受
講
者
の
方
々

に
、
環
境
整
備
に
関
す
る
感
謝
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
日
・
三
日
に
第
四
十
三

回
村
田
町
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　 

展
示
の
部
で
は
、
生
け
花
・
書
道
・

写
真
・
手
芸
・
園
芸
・
特
別
出
展
・

一
般
町
民
の
皆
様
の
作
品
・
町
制
施

行
百
二
十
周
年
　
町
村
合
併
六
十
周

年
記
念
事
業
作
品
等
数
多
く
の
作
品

が
展
示
さ
れ
、
町
民
体
育
館
内
を
華

や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

　
発
表
の
部
は
、
民
謡
・
詩
吟
・
合
唱
・

バ
ン
ド
演
奏
・
歌
謡
・
舞
踊
・
フ
ラ

ダ
ン
ス
等
、
特
別
出
演
の
あ
い
や
ま

さ
ん
も
含
め
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

存
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
、
来
場
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



    

    

　
九
月
二
十
七
日
、
沼
辺
地
区
公
民

館
に
お
い
て
、
第
二
回
む
ら
た
サ
イ

エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
東
北
福
祉
大
学
教
授
の
小
石

川
秀
一
先
生
を
お
迎
え
し
、
ま
た
同

大
学
生
五
名
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
の
指
導
補
助
を
頂
き
ま
し
た
。

　
活
動
は
リ
ン
グ
を
落
と
す
と
毛
糸

が
自
然
に
結
ば
れ
る
マ
ジ
ッ
ク
や
、

水
が
入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
穴
を

あ
け
て
も
水
が
こ
ぼ
れ
な
い
マ
ジ
ッ

ク
な
ど
を
行
い
、
摩
擦
や
大
気
圧
を

利
用
し
た
マ
ジ
ッ
ク
を
と
お
し
て
、

科
学
の
原
理
や
性
質
な
ど
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。

　
最
初
は
不
慣
れ
な
手
つ
き
だ
っ
た

子
ど
も
た
ち
も
、
一
生
懸
命
練
習
を

重
ね
る
内
に
上
手
に
マ
ジ
ッ
ク
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
マ
ジ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
た
子
ど

も
た
ち
の
誇
ら
し
げ
な
笑
顔
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
に
と
っ
て
、
楽
し
く
学
習
し
な

が
ら
友
達
や
親
子
の
交
流
を
深
め

る
貴
重
な
場
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
村
田
町
社
会
教
育
委
員
の
丹
羽

幸
子
さ
ん
（
内
町
）
が
東
北
地
区

社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
亘
り
、
社

会
教
育
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
特
に

そ
の
功
績
が
顕
著
な
社
会
教
育
委

員
に
対
し
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
度
の
受
賞
、
大
変
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
一
日
、
中
央
公
民
館
を

会
場
に
第
二
十
二
回
村
田
町
児
童
生

徒
意
見
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
生
七
名
に
よ
る
意
見
発

表
が
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
学
ん

だ
こ
と
や
命
の
誕
生
な
ど
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。
児
童
生
徒
の
堂
々

と
し
た
力
強
い
意
見
発
表
に
、
会
場

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

【
発
表
者
、
発
表
題
】（
敬
称
略
）

村
田
小
学
校

・
髙
山
　
姫
奈
（
六
年
）

 

「
命
の
物
語
」

・
大
宮
　
ま
り
あ
（
六
年
）

 

「
共
に
歩
む
」

村
田
第
二
小
学
校

・
野
村
　
真
由
（
六
年
）

 

「
信
頼
で
き
る
友
達
関
係
を
」

村
田
第
一
中
学
校

・
大
沼
　
樹
（
三
年
）

 

「
約
束
」

・
大
沼
　
実
結
（
二
年
）

 
「
先
輩
と
後
輩
の
関
係
性
」

村
田
第
二
中
学
校

・
齋
藤
　
寧
々
（
三
年
）

 

「
努
力
で
人
は
強
く
な
る
」

・
大
内
　
奎
吾
（
三
年
）

 

「
当
た
り
前
の
幸
せ
、
そ
し
て
喜
び
」

10

成
二
十
七
年
度
東
北
地
区
社
会

教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰

二
回
む
ら
た
サ
イ
エ
ン

ス
ク
ラ
ブ

平

第

田
町
児
童
生
徒
意
見
発
表
会

村
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や
ぎ
村
田
町
蔵
の
陶
器
市

康
ふ
く
し
祭
in
む
ら
た

･

保･

小
連
携
推
進

事
業
公
開
研
究
会

み

幼　
幼
稚
園
・
保
育
所
・
小
学
校
の

連
携
推
進
を
図
る
た
め
、
平
成

二
十
六
・
二
十
七
年
度
宮
城
県
教
育

委
員
会
指
定
「
村
田
町
立
村
田
小
学

校
区
　
幼･

保･
小
連
携
推
進
事
業
」

の
取
り
組
み
を
発
表
す
る
「
公
開
研

究
会
」
が
十
一
月
十
一
日
に
村
田
幼

稚
園
及
び
中
央
公
民
館
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
田
幼
稚
園
で
は
、
幼
稚
園
・
保

育
所
の
交
流
活
動
“
探
検
ご
っ
こ
”

の
参
観
、
中
央
公
民
館
で
は
研
究
発

表
・
研
究
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
幼
稚
園
・
保
育
所
・
小
学
校

の
関
係
者
や
宮
城
教
育
大
学
の
学
生

な
ど
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
十
月
十
六
日
〜
十
八
日
の
三
日

間
、
今
年
で
第
十
五
回
目
の
、
み
や

ぎ
村
田
町
蔵
の
陶
器
市
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「
に
ぎ
わ
い
」

出
展
過
去
最
高
の
八
十
一
の
窯
元
が

蔵
の
町
並
み
に
一
堂
に
介
し
、
店
蔵

や
空
き
店
舗
な
ど
を
利
用
し
て
、
陶

器
の
展
示
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
三
日
間
で

延
べ
四
万
八
千
人
の
観
光
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
は
、
町

並
み
を
散
策
し
な
が
ら
窯
元
を
見
て

回
り
、
お
気
に
入
り
の
陶
器
を
見
つ

け
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
も
常
夜
灯
に
町
内
の

小
学
六
年
生
に
よ
る
俳
句
川
柳
が
書

か
れ
て
お
り
、
親
子
で
楽
し
め
る
内

容
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
催
期
間
中
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

や
陶
芸
教
室
も
行
わ
れ
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
陶
器
市
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
五
日
、
村
田
町
民
体
育

館
を
会
場
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
主
催

に
よ
り
第
三
十
九
回
健
康
ふ
く
し
祭

in
む
ら
た
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
笑
顔
で
つ
な
ぐ
　
地
位

の
き
ず
な
」
を
テ
ー
マ
に
会
場
で
は
、

和
太
鼓
や
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
健
康
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー

や
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
置
さ

れ
、
各
コ
ー
ナ
ー
は
多
く
の
人
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
健
康
や

福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

健

▲オープニングを飾った和太鼓「幻創」による
太鼓の演奏
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村
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
村
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

で
は
、
各
種
大
会
に
参
加
を
し
て
い
ま

す
。

　
出
場
し
た
大
会
で
の
上
位
入
賞
者
の

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▼
大
会
名

　
第
三
十
四
回
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
村
田
大
会

　（
村
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
主
管
大
会
）

▼
会
場
＝
塩
内
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
開
催
日
＝
九
月
二
十
九
日

▼
結
果

　
優
　
勝
　
大
沼
美
根
子

　
準
優
勝
　
藤
井
幸
三
郎

　
五
　
位
　
平
間
　
　
眞

　
六
　
位
　
松
本
　
弘
子

▼
大
会
名

　
第
九
回
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
な
で
し
こ
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
名
取
大
会

▼
会
場
＝
名
取
市
民
球
場

▼
開
催
日
＝
十
月
七
日

▼
結
果

　
優
　
勝
　
目
黒
キ
ン
子

　
準
優
勝
　
平
間
　
　
眞

　
五
　
位
　
草
川
　
利
子

平
成
二
十
七
年
度

村
田
町
ビ
ニ
ー
ル
ボ
ー
ル
秋
季
大
会

　
十
月
十
八
日
、
村
田
町
民
体
育
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
こ
の
大
会
に

九
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▼
優
　
勝
　
菅
生
Ｖ
ス
タ
ー
ズ

▼
準
優
勝
　
Ｍ
Ａ
Ｘ
レ
ン
ジ
ャ
ー

▼
第
三
位
　
村
田
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

　
　
　
　
　
村
田
ウ
イ
ン
ズ

季
火
災
予
防
運
動

ｉい

ｎん

ｇぐ

村
田

新
そ
ば
ま
つ
り

秋

蔵く
ら

　
十
一
月
七
日
・
八
日
ヤ
マ
ニ
邸
を

中
心
と
し
て
、
蔵
ｉ
ｎ
ｇ
村
田
新
そ

ば
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
そ
ば
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
お

客
様
で
大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
ば
粉
は
、
小
泉
姥
ヶ
懐
地
区
で

収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
た
ま
ゆ
ら

の
そ
ば
」
を
使
用
し
た
も
の
で
、
そ

ば
打
ち
職
人
た
ち
が
店
蔵
で
打
っ

た
、
打
ち
た
て
の
新
そ
ば
の
味
わ
い

は
、
格
別
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
他
、
村
田
町
地
場
産
品
販
売
、

そ
ば
打
ち
体
験
、
そ
ば
打
ち
道
具
の

展
示
販
売
も
行
わ
れ
こ
ち
ら
も
お
客

様
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　
十
一
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の

七
日
間
、「
秋
季
火
災
予
防
運
動
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
九
日
に
は
、
各
幼
稚
園
と
保
育
所

の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
園
児
）
が
、

「
私
た
ち
は
絶
対
に
火
遊
び
を
し
ま

せ
ん
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
防

火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
町
内
に
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、
特
に
火
災
へ
の

注
意
が
必
要
な
こ
の
季
節
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
、
町
か
ら

火
災
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
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善
意
の
寄
附
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。

東
北
電
力
株
式
会
社　

白
石
営
業
所

所
長　

清
野　

敦　

様

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
　
十
灯

株
式
会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク　

白
石
営
業
所

所
長　

安
田　

将
之　

様

●
防
犯
灯
取
り
付
け
工
事
（
十
灯
分
）

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
頂
き
ま
し
た
。

（
氏
名
等
掲
載
の
了
承
が
あ
っ
た
方
の
み

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）

●
金
一
万
円

【
愛
知
県
】

新
美　

桂　

様
、
大
林　

潤　

様

木
下　

滋
昌　

様
、
白
木　

一
成　

様

【
秋
田
県
】

鈴
木　

亮
春　

様

【
茨
城
県
】

藤
井　

博
道　

様
、
武
田　

俊
郎　

様

【
愛
媛
県
】

吉
見　

由
香　

様

【
大
阪
府
】

水
田　

広
幸　

様
、
的
場　

史
絵　

様

植
田　

有
子　

様
、
川
村　

亮　

様

富
山　

聖
子　

様
、
福
田　

憲
政　

様

【
鹿
児
島
県
】

今
中　

啓
之　

様

【
神
奈
川
県
】

竹
内　

将
人　

様
、
立
澤　

直
樹　

様

網
野　

賢
一　

様
、
関　

真
一
様

西
川　

拓　

様
、
高
橋　

英
明　

様

千
葉　

守　

様
、
三
ケ
田　

康
造　

様

田
中　

龍
一　

様
、
澤
田　

眞
人　

様

北
村　

喜
久
江　

様

【
京
都
府
】

谷
村　

洋
平　

様
、
林　

徳
男　

様

【
埼
玉
県
】

広
瀬　

雄
峰　

様
、
渡
邊　

匡
子　

様

篠
原　

将
之　

様
、
福
井　

邦
宜　

様

足
立　

眞
衣　

様
、
和
田　

達
夫　

様

【
千
葉
県
】

草
野　

広
行　

様
、
佐
野　

暢
彦　

様

【
長
崎
県
】

岡
本　

泰
彦　

様

【
長
野
県
】

藤
原　

直
人　

様

【
東
京
都
】

塩
沢　

航　

様
、
間
原　

寛　

様

川
村　

美
弥
子　

様
、
星　

龍
登　

様

大
西　

雅
樹　

様
、
吉
住　

幸
延　

様

竹
本　

光
子　

様
、
堀
井　

伴
勝　

様

酒
井　

克
弥　

様
、
村
上　

貴
子　

様

中
嶋　

雅
宏　

様
、
奥
貫　

靖
子　

様

吉
田　

和
浩　

様
、
大
山　

弘　

様

武
田　

仁
己　

様
、
雲
川　

慎
也　

様

小
倉　

淳　

様
、
佐
々
木　

高
信　

様

【
徳
島
県
】

滝
田　

真
吾　

様

【
栃
木
県
】

川
口　

元
哉　

様
、
高
橋　

秀　

様

【
福
岡
県
】

長
谷
川　

孝　

様
、
吉
田　

茂　

様

【
兵
庫
県
】

三
浦　

鉄
也　

様
、
豊
田　

美
香　

様

長
田　

浩
一　

様
、
岩
永　

純
平　

様

山
本　

亨　

様
、
粟
飯
原　

忠
昭　

様

上
川　

一
郎　

様
、
山
下　

光
広　

様

山
本　

洋
子　

様

【
広
島
県
】

藤
井　

浩
治　

様

【
北
海
道
】

松
田　

一
行　

様

【
宮
城
県
】

安
藤　

晃　

様
、
石
井　

智
徳　

様

阿
部　

伴
明　

様

【
和
歌
山
県
】

木
村　

文
太　

様

●
金
一
万
二
千
円

【
東
京
都
】

服
部　

夕
紀　

様

●
金
一
万
五
千
円

【
東
京
都
】

三
角　

潤　

様

●
金
三
万
円

【
大
阪
府
】

木
崎　

正
和　

様

【
東
京
都
】

清
水　

貢　

様
、
岩
永　

健　

様

菅
原　

恵
子　

様
、
谷
口　

聡　

様

【
神
奈
川
県
】

三
浦　

修　

様

●
金
五
万
円

【
神
奈
川
県
】

石
原　

ひ
ろ
こ　

様

【
宮
城
県
】

鷲
足　

哲
也　

様

村
田
町
へ
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。



　「らくがきコーナー」は、黒色のサインペンや万年筆を使って、はっきりと描いてください。（ペンネーム

だけでなく、住所や氏名、行政区もきちんと書いてね。）「町民文芸」も募集中です。初投稿の方も大歓迎です！

※投稿作品が多い場合や投稿内容によっては、総務課で掲載作品を選ばせていただきます。

（
ら
く
が
き
コ
ー
ナ
ー
）

（
町
民
文
芸
）

総務課　総務班　☎83-2111
保健センター　☎83-2312

　次号の対象となるのは、平成26年12月生まれのお子さまです。掲載を希望する場合
は、１か月以内に撮影した写真と掲載依頼書を保健センターの｢１歳児お誕生相談｣の際
にお持ちください。直接、役場へ提出される場合は、12月７日（月）までに総務課へお持ち
ください。
　なお、自宅での撮影をご希望の方は、12月４日（金）までに総務課へご連絡ください。撮
影にお伺いします。
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▲ P.N はるぴょん（関場）

▲ P.N シュガー（関場）

 

・
俳
　
　
句

沈し
ず

み
行
く
国
ま
ざ
ま
ざ
と
秋
洪こ

う

水ず
い

後
藤
　
信
夫

実
り
秋
美
味
し
い
も
の
が
キ
ラ
キ
ラ
と

大
友
　
美
恵
子

柿
た
わ
わ
支
え
る
棒
の
撓
り
か
な

着
せ
替
の
菊
師
の
枝
の
笑
顔
か
な

晴
天
の
続
く
狭
庭
に
小
豆
干
す

鈴
木
　
恵
子

       

・
短
　
　
歌

耕こ
う

耘う
ん

機き

村
の
真
中
通
り
行
く

泥ど
ろ

の
匂に

お

い
と
蛙

か
え
る

を
の
せ
て

後
藤
　
信
夫

流
れ
ゆ
く
樅
ノ
木
に
逢
い
う
れ
し
く
て

秋か

明れ

ん菊
な
花
に
と
き
め
く
路
よ

大
友
　
美
恵
子

     

・
川
　
　
柳

支
給
日
は
レ
シ
ー
ト
少
し
長
く
な
り

後
藤
　
信
夫

手
の
平
を
か
え
し
て
金
は
返か

え

さ
な
い

蕪
田
　
礼

い
つ
か
ら
か
　
竹ち

く

輪わ

穴
だ
け
広
く
な
り

虹
　
子

〔
勘
定
〕
と
聞
い
た
途と

端た
ん

に
酔
い
潰つ

ぶ

れ

知
　
乱

ク
リ
ス
マ
ス
　
終
わ
れ
ば
ほ
ど
な
く
　

寺
社
参
り

多
宗
子

生
き
て
い
る
だ
け
で
貰
え
る
歳と

し

祝
い
わ
い凡

　
老

犬
抱
い
て
　
散
歩
し
て
い
る
　
愛
犬
家

タ
ケ
マ
ロ
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※投稿作品が多い場合や投稿内容によっては、総務課で掲載作品を選ばせていただきます。

（
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く
が
き
コ
ー
ナ
ー
）

（
町
民
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芸
）

総務課　総務班　☎83-2111
保健センター　☎83-2312

　次号の対象となるのは、平成26年12月生まれのお子さまです。掲載を希望する場合
は、１か月以内に撮影した写真と掲載依頼書を保健センターの｢１歳児お誕生相談｣の際
にお持ちください。直接、役場へ提出される場合は、12月７日（月）までに総務課へお持ち
ください。
　なお、自宅での撮影をご希望の方は、12月４日（金）までに総務課へご連絡ください。撮
影にお伺いします。
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齋
さ い と う

藤　希
の ぞ

美
み

ちゃん

（保護者：孝博・良子）足立東
●すくすく育ってネ♡　  （家族より）

佐
さ さ き

々木 優
ゆ い

結ちゃん

（保護者：基起・美子）足立西
●１歳のお誕生日おめでとう。これ
からも笑顔で元気に育ってね。

（家族みんなより）

柴
し ば さ き

崎 駿
しゅん

太
た ろ う

朗くん

（保護者：幸一・妙恵）荒町
●★おめでとう！★沢山食べて寝て
遊んで♪元気に育ってね！！いつも
ありがとう★ (*^^*)        （父母より）

阿
あ べ

部　瑛
え い

大
た

くん

（保護者：政則・雅美）沼田
●お誕生日おめでとう。これからも
健康で笑顔の素敵な瑛大でいてくだ
さい。                       （父・母より）

佐
さ さ

々　朱
あ か ね

音ちゃん

（保護者：達郎・恵美子）小泉西町
●いつも笑顔のあかねちゃん、これ
からも素敵な笑顔でみんなを幸せに
してね！                 （家族一同より）

鈴
す ず き

木　斗
と う

真
ま

くん
（保護者：寿幸・沙織）本郷

●１歳のお誕生日おめでとう！いた
ずらもほどほどにみんなに愛される
斗真でいてね♡     （家族みんなより）

た か

橋
は し

　陽
よ う

太
た

くん
（保護者：雄也・ありさ）足立西

●陽太１歳おめでとう♡これからも
すくすく元気いっぱいに大きくなっ
てね♡♡♡           （家族みんなより）



　10 月 28 日に行われた３歳６か月児健診で、むし歯がゼロだっ
たみんなを紹介します。これからも歯を大切にしようね !
　“むし歯ゼロの子”には、むし歯の治療が完了しているお子さん
も含みます。むし歯予防も大切ですが、定期的に歯科健
診を受け、お口の中の状態を知ることも大切です。むし
歯ができてしまったら、早期に治療しましょう。

むし歯むし歯むし歯

志
し が

賀 あおばちゃん
（足立西）

宍
しし

戸
ど

 　心
こころ

ちゃん
（小泉西町）

関
せき

根
ね

 くるみちゃん
（荒　町）

可
か

沼
ぬま

 奏
そう

祐
すけ

くん
（千　塚）

引
ひき

地
ち

 莉
り の

乃ちゃん
（小泉西町）

大
おお

久
く

保
ぼ

 奏
か の ん

音くん
（寄　井）

歌
うたがわ

川 絢
あや

香
か

ちゃん
（小泉東）

平
ひら

間
ま

 　結
ゆい

ちゃん
（本　町）

奥
おく

野
の

 優
ゆう

香
か

ちゃん
（沼辺南）

久
く が

我 いぶきちゃん
（荒　町）

たか

橋
はし

 凪
なぎ

紗
さ

ちゃん
（本　郷）

山
やまざき

 志
し

穏
おん

くん
（沼辺北）


